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研究成果の概要（和文）：本研究では、次のプロジェクトを遂行した。 
（1）脳画像の効用と限界についての実践家の見解を調査した。 
（2）脳科学と脳画像に関する一般市民の知識についてサーヴェイ調査を行った。 
（3）脳画像をめぐる司法的・神経心理学的・脳神経倫理学的問題と議論の現状をサーヴェイ

した。 
（4）脳画像の責任帰属に対する心理的影響を明らかにするための実験を心理学実験を行った。 
（5）脳画像の信頼性と妥当性、限界についての科学コミュニケーションプログラムを構築し

た。 
（6）一般に流布している脳科学・心理学の「神話」を暴き、正しい心理学的知識の現状を市

民に伝える書籍を翻訳し、出版の準備を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： The principal achievements of our research project are shown 
below: 
(1) We interviewed several practitioners and accumulated views concerning the merits and 
limitations of neuroimaging technology. 
(2) We surveyed about laypersons’ knowledge and prejudice of brain science and brain 
imaging technology. 
(3) We did literature search concerning the present situation of the arguments on legal, 
neuropsychological and neuroethical problems. 
(4) We did a psychological experiment which clarifies psychological effect of neuroimaging 
on attribution of responsibility. 
(5) We made a trial communication program about fidelity, validity and limitation of 
neuroimaging.  
(6) We translated a book which explode myths in polular psychology and popular brain 
science.   
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１．研究開始当初の背景 
 近年の神経科学における理論的・技術的進
歩は著しく、脳と心の高次メカニズムにかか
わる新しい知見は、われわれの「人格」・「責
任」・「合理性」・「自由」といった基礎的諸概
念を根底から吟味しなおす必要性をもたら
しつつある。また、それとともに、薬品や外
科的処置などによる脳操作技術、あるいは脳
画像技術といった脳に関わる新しいテクノ
ロジーの導入は、社会のさまざまな局面で、
軋轢や葛藤をもたらす可能性がある。脳神経
科学および脳神経テクノロジーと社会との
軋轢を調整し、前者の健全かつ有益な発展を
促すことは、21 世紀の人類に課せられた大き
な課題と言ってよい。こうした課題に答える
べく「脳神経倫理学（neuroethics）」と呼ば
れる分野が勃興しつつあり、わが国でも、た
とえば社会技術研究開発センター（RISTEX）
に脳神経倫理研究グループが組織される
（2004 年）など、萌芽的研究が開始されて
きた。本基盤研究を申請するグループでも、
2006 年度から 2007 年度にかけて、萌芽研究
「実践家のクロストークに基づくニューロ
エシックスの構築」を実施し、基礎的知見を
蓄積してきた。 
 しかしながら、わが国における脳神経倫理
研究はまだ「助走期間」にあるため、以下の
ようないくつかの問題点を指摘することが
できる。 
（1）脳神経倫理の主題は、自由意志概念の
再検討といった哲学的・形而上学的問題から、
脳にかかわる技術の社会的コントロールと
いった実践的・社会的問題に至るまでたいへ
んに多岐にわたる。また、かかわりをもつ分
野も、脳神経科学にとどまらず、哲学・倫理
学から、法学、科学技術政策論まで、これも
また多岐にわたる。このため、これまでのと
ころ、脳神経倫理学は、欧米（主として米国）
の研究動向の輸入、研究主題の整理とネット
ワークの構築に追われてきた感がある。われ
われは、脳神経倫理の研究を第二ステージに
高める必要がある。つまり、欧米とは、「心」
や「魂」についての文化的背景も市民の科学
リテラシーや科学コミュニケーションのあ
り方といった社会的背景も異なる日本の社
会に根ざした脳神経倫理研究を開始するこ
と、および、主題整理を超えて、脳神経倫理
にかかわる研究課題のそれぞれに焦点を絞
って、研究を実質化することである。 
（2）脳神経倫理は、理論的な倫理学のひと
つの応用分野にとどまってはならない。その
目的が脳神経科学と社会の望ましい関係構
築にあるとするならば、脳神経倫理の射程は、
脳に関わる新技術を適切にコントロールし、
脳神経科学と社会との軋轢を解消するため
のさまざまな社会的システム（法体系、司法

システム、専門家の倫理綱領、教育システム
など）の設計・提言までを含む必要がある。
応募者はこれまで技術者倫理・工学倫理の研
究と実践にたずさわる中から、倫理を現実化
するための社会システム設計のあり方につ
いて知見を蓄積してきた。 
（3）脳神経倫理を上記の意味で現実化する
ために、研究成果としてアウトプットされる
「倫理を実質化する社会システム」の設計・
提言は、現実の社会や人々の傾向性について
の、実験・調査から得られた経験的データに
もとづくものでなければならない。さもなけ
れば、どのようなシステムの提言も現実的有
効性を欠いたものになるだろう。したがって、
脳神経倫理の研究には、倫理学者・哲学者、
心理学者、脳神経学者等々のコラボレーショ
ンが欠かせない。 
②脳画像の適切な社会的使用の重要性 
 以上の脳神経倫理の現状把握と、萌芽研究
のこれまでの成果に基づき、われわれは本研
究の対象を脳画像の適切な使用のあり方に
限定することにする。なぜなら、CT、fMRI、
PET、ERP、NIRS、MEG などの脳画像を通
した脳機能研究法は、脳画像の「直感的なわ
かりやすさ」「インパクトの強さ」も手伝っ
て、市民の科学リテラシーや司法などの実践
的場面で喫緊の課題を生み出すように思わ
れるからである。これらの手法によって得ら
れる脳画像は、市民側に実際以上にその信頼
性や妥当性を過信する傾向を生んでいる。
「脳を鍛える」と称するさまざまなトレーニ
ング法の流行や「脳によい」食品のブームと
いった現象がその現れの一つである。ここに
は科学リテラシーおよび科学コミュニケー
ション上の問題がある。しかし、さらに重要
なのは、司法の場で脳画像を証拠として採用
するかいなか、そのさいの証拠能力をどのよ
うに評価するかという問題である。この問題
は、裁判員制度の導入もあり、緊急かつ重要
な問題になってきている。実際、米国でもこ
の問題は重要視されており、2007 年度の
National Academy of Neuropsychology の年
次大会では、Pre-conference の一つが、司法
における神経心理学的証拠の扱いの問題に
当てられている（Understanding and using 
neuropsychological evidence）。 
 以上の観点から、人々の脳画像にかんする
心理的態度についての実験的研究に基盤を
おきつつ、脳画像の適切な社会的使用を可能
にするための制度・教育システムの提言まで
を視野においた研究を、哲学者、心理学者、
脳神経学者の共同作業で行うことはきわめ
て重要であると考え、本研究を着想した。 
 
 
 



２．研究の目的 
 本研究は、次のプロジェクトを遂行するこ
とを目的とした。 
（1）脳画像の効用と限界についての実践家
の見解を調査する：CT、fMRI、PET、ERP、
NIRS、MEG などの脳機能研究法を実際に使
用している研究者への聞き取り調査、質問紙
調査を行い、これらの方法それぞれの効用・
信頼性と限界についての研究者の平均的な
見解をまとめる。これは、プロジェクト（2）
において明らかにされるはずの市民の脳画
像についての知識や信頼性評価と専門家の
それとのギャップを取りだし、プロジェクト
（5）の教育プログラム設計のための基礎資
料となるものである。 
（2）脳画像についての一般市民の知識につ
いてサーヴェイ調査を行う：脳画像がどのよ
うに得られるのか、脳画像によって何が分か
るのかなどについての、一般市民の folk な理
解の傾向と構造を明らかにする。 
（3）脳画像をめぐる司法神経心理学的・脳
神経倫理学的問題と議論の現状をサーヴェ
イする：脳画像がもたらしうる社会レベルで
の問題および倫理的問題を、文献調査と欧米
の先進的研究者への聞き取り調査、学会・
conference への参加を通じて収集し、それを
整理・構造化した上で、資料として情報発信
する。 
（4）脳画像の責任帰属に対する心理的影響
を明らかにする：反社会的行為を行った人物
に対する責任の帰属、あるいは反社会的行為
への公正感が、その人物の脳に異常があるこ
とを示す（とされる）CT、MRI などの形態
画像、および fMRI、PET などの機能画像に
よってどのように影響を受けるかを、一連の
シナリオ実験を通じて明らかにする。 
（5）脳画像の信頼性と妥当性、限界につい
ての科学コミュニケーションプログラムを
提案する：（1）（2）の調査によって明らかに
なった、専門家と一般市民との脳画像につい
ての知識と信頼度におけるギャップを踏ま
えて、有効な科学コミュニケーションのため
のプログラムを作り、サイエンス・カフェな
どの場を利用して試行、評価する。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、３つの段階を踏んで実施された。 
・2008年度（第１フェーズ）：サーヴェイ調
査の段階。プロジェクト（1）（2）（3）を実
施 
・2009年度（第２フェーズ）：実験（4）を実
施 
・2010年度（第３フェーズ）：開発段階。プ
ロジェクト（5）を実施 
５名のメンバーは専門性に応じていくつか
のグループを組み、そのグループがプロジェ

クトの実施に責任を持つが、各プロジェクト
は全員の協力の下で実施される。また、それ
ぞれのフェーズで適宜グループは組み替え
られた。 
 
 
４．研究成果 
●脳画像の責任帰属に対する心理的影響に
関する心理学実験の成果：反社会的行為を行
った人物に対する責任の帰属、あるいは反社
会的行為への公正感が、その人物の脳に異常
があることを示す（とされる）CT、MRI など
の形態画像、および fMRI、PETなどの機能画
像によってどのように影響を受けるかを明
らかにすべく、大学生を対象にシナリオ実験
を行った。以下実験の概要と結果を示す。 
【対象】大学生 254 名 （M:83, F:170,不
明１）年齢 M = 19.96 (SD 1.07)  
名古屋市内の国立大学法人 M:61 名, F:41
名 
大阪府内の福祉医療系大学 M:22 名, F:118
名 
名古屋市内の私立大学  F:11 名 
【手続き】軽犯罪、重犯罪の各 2事例（およ
びフィラー２事例）を文章で呈示し、それぞ
れについて「量刑」「更生可能性」「原因帰属」
の評定を求めた。いずれも脳損傷があり「人
格に変化」という情報を呈示（病理情報はあ
いまい）半数の事例は脳画像呈示あり、他の
半数は画像なしの条件。 
【主な結果】①外傷情報が一定して与えられ
た状況では、脳画像の呈示自体の影響は大き
くはなかった。②ただし軽罪では、脳画像の
呈示が、量刑・更生（不）可能性の 割増要
因として作用するケースが見られた。これは、
精神病理の種類、外傷の有無、脳画像の有無
が、いずれも加算的に責任能力の割引要因に
なるという、従来の知見（Gurley & Marcus 
2008）とは異なり、興味深い知見が得られた。 
●2009年度には、名古屋国際会議場で開催さ
れた、第 32 回日本神経科学会のサテライト
シンポジウムとして、第 2回社会感情神経科
学研究会「こころと社会の関係を脳科学的に
探る」を開催し、上記の知見を含めて、以下
の発表を行うとともに、会場の各分野の専門
家と意見交流を行った。 
戸田山和久 「科学哲学の立場から：脳画像
の適正な社会的使用における哲学の役割」  
唐沢穣「社会心理学の立場から：脳損傷画像
が刑事事例に関する判断 に与える影響―社
会心理学実験に基づく考察―」  
八田武志「神経倫理学の立場から：脳画像が
内包する測定・評価上の問題」  
飯高哲也「神経科学の立場から：脳画像と犯
罪性サイコパス」 
●脳画像の信頼性と妥当性、限界についての
科学コミュニケーションプログラムについ



て検討した。その成果も踏まえて、脳神経科
学に関する誤信念（たとえば、fMRIや PETな
どの脳画像で、人間の知能レベルが測定でき
る、といったもの）が、大学生母集団にどの
程度浸透しているのか、また、その誤信念が
中枢神経系の構造と機能についての基礎的
講義によってどの程度訂正されるのかにつ
いての実験調査を行った。 
 
●イタリア・トリノで行われた科学フェステ
ィバル Euro Science Open Forum に参加し、
そこでの一般市民向け企画の中で、脳科学に
ついてどのような一般向け情報提供がなさ
れているかを調査した 
●ポピュラー心理学における誤信念を解説
した一般向け書籍（ 50 great myths of 
popular psychology）の翻訳出版を進めた
（2011年出版予定） 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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